
化学基礎 学習指導案

指導者 教諭 ○○ ○○

１ 履修単位数 ○単位

２ 実 施 日 時 ○○年○月○日 第○時限

３ 学 級 ○○ＨＲ（○名）

４ 使用教科書 ○○○○○（○○出版）

５ 単 元 名 化学結合 多くの場合、教科書の章または
節に対応している。

６ 単元設定の理由

①単元観・・・学習指導要領での目標と位置づけについて記述する。これまでに、この単元に
ついて、いつ、どのような内容を学んできたか。またこれから先の学年でどの
ように扱われるかを記述する。

②生徒観・・・普段の学習の様子だけでなく、単元に対しての生徒の実態を記述する。単元に
対しての生徒の知識・認識を記述する。

③指導観・・・上記の「単元観」「生徒観」を踏まえて、この単元の内容を、この実態の生徒
にどう指導するかを記述する。また、指導に際しての留意点、工夫した点、ポ
イントとなる点も記述する。

７ 単元の目標
(1) 物質と化学結合について，イオンとイオン結合，分子と共有結合，金属と金属結合のことを理
解するとともに，それらの観察・実験などに関する技能を身に付けること。

(2) 物質と化学結合について，観察・実験などを通して探究し，イオンとイオン結合，分子と共
有結合，金属と金属結合について見出して表現すること。

(3) 物質と化学結合に関する事物・現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度を養
うこと。

８ 単元の評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

物質と化学結合についての イオンとイオン結合，分子 イオンとイオン結合，分子
実験などを通して，イオンと と共有結合，金属と金属結合 と共有結合，金属と金属結合
イオン結合，分子と共有結合， について，問題を見いだし見 に関する事物・現象について
金属と金属結合の基本的な概 通しをもって実験などを行 主体的に関わり，見通しをも
念や原理・原則などを理解し い，科学的に考察し表現して ったり振り返ったりするなど，
ているとともに，科学的に探 いるなど，科学的に探究して 科学的に探究しようとしてい
究するために必要な実験など いる。 る。
に関する基本操作や記録など
の基本的な技能を身に付けて
いる。

【例】

令和４年度・５年度入学生用



９ 指導と評価の計画（１４時間）
第１次 イオンとイオン結合（４時間）
第２次 分子と共有結合（６時間）
第３次 金属と金属結合（２時間）
第４次 化学結合と物質の分類（２時間）

時間 ねらい・学習活動 重 記 備考
点 録

１ ・データに基づき結合の種類または、 思 ◎ 【思考】化学結合と物質の分類につ
（本時） 結晶の種類から物質の大まかな性質 いて，友達と話し合いながら規則性

について分類・考察し、表現する。 や関係性を解釈して、周囲に考えが
伝わるように、表現する。［発言分
析・行動観察］

２ ・周期表の分類と結合の種類との間 態 ◎ 【態度】この章で身についたことを
にどのような関係性が見られるか 友達と共有する。学習内容到達度
考える。 について自己評価する。日常生活や

社会と化学がつながった部分をまと
める。［発言分析・記録分析］

・「単元の評価規準」と「指導と評価の計画」は、「『指導と評価の一体化』のための学習評価
に関する参考資料 高等学校理科」を参考に作成する。

・本時限が、指導計画・評価計画の中でどの位置であるかを（本時）として明記する。

10 本時
(1) 目標

実験結果を基づき、結晶の種類または、結合の種類から物質の大まかな性質について分類・考
察し、表現することができる。

・この授業によって何を指導しようとしているのかが分かるように、具体的に書く。
・文末は、「～ができる。」「～を理解する。」などとなる。

(2) 展開

時間
学習活動 指導上の留意点

学習活動における
評価方法

(分) 具体の評価規準

導入 ・前時までの復習と ・イオン結晶、分子結
(5) して、結晶の種類、 晶、共有結合の結晶、

結合の種類を確認す 金属の性質と結晶の成
る。 り立ち、結合方法につ

いて確認する。

データに基づき結晶（結合）の種類から物質の大まかな性質について分類し考察する。

展開 ・グループで、これ ・他者の表現から新し
(40) まで行った実験の記 い気付きが得られるよ

録動画の視聴やワー う確認させる。
クシートを振り返り
結果を確認する。
・個人でタブレット ・性質の分類を行うた
のワークシートに４ めに実験結果の差異に
つの結晶の性質につ 着目することを気づか
いて記入する。 せる。
・グループ内でワー ・他者の考えや意見を ・データに基づき結晶



クシートの内容を共 受容させる。 （結合）の種類から物
有し、分類に至った ・結晶（結合）の種類 質の大まかな性質につ 発言分析・行動
考えを発表する。 毎のおおまかな性質を いて分類・考察し、表 観察

的確に表現させる。 現できている。

まとめ ・振り返りシートを ・本時の内容を振り返
(5) 用いて、本時の内 り、課題に対する考 １人１台端末を活用する場面を太字で

容について振り返 察を論理的に説明で 記入し、枠で囲む。
る。。 きているかを確認さ

せる。

(3) 評価及び指導の例

「十分満足できる」と判 実験結果から各結晶のおおまかな性質について分類・考察し、表現す
断される状況 るとともに、グループ毎の結果の違いについて考察し、表現できる。

「おおむね満足できる」 水溶性、結晶または水溶液の電気伝導性、硬度、融点などの差異によ
状況を実現するための具 る大まかな性質ついて実験結果から導くことができるように支援す
体的な指導 る。

(2) 展開
・学習活動・・・・・・・指導過程に沿って生徒の活動を書く。生徒の立場で書く。

文末は、「～をする。」「～を知る。」「～を理解する。」「～を表現する。」
などとなる。また、単に「実験する。」「教師の説明を聞く。」「問題
演習をする。」などと記述するだけでなく、具体的な活動内容を記述
する。
また、 ～だろうか。 や ～を調べよう。 という本時の学習課題
を明確に示すことで、本時の目標がより具体的になる。

・指導上の留意事項・・・目標を達成させるための手立てを書く。教師の立場で書く。
文末は、「～を気づかせる。」「～を知らせる。」「～をさせる。」など
となる。また、生徒のつまずきが予想される場面での留意点や生徒の
理解に差がつきやすい場面での留意点などを含めるとよい。

・学習活動における
具体の評価規準・・・・「おおむね満足できる」と判断される状況（Ｂ）を具体的に書く。

・評価方法・・・・・・・レポート、ワークシート、テキストなど、評価方法を書く。

(3) 評価及び指導の例

・「十分満足できる」と判断される状況・・・「おむね満足できる」状況（Ｂ）を実現した生徒
が、更に質的な深まりや高まりをもっている姿（A）を具体的に想定して記述する。
・「おおむね満足できる」状況を
実現するための具体的な指導 ・・・・・・指導の手立てを具体的に想定して、記述する。

＊これらはあくまで例示であり、より重点化したり、より端的にする記載したりすることも考えら
れます。
目標に照らして、観点別の評価を行う上で必要な要素が盛り込まれていれば、記載の仕方は必ず
しも例示の通りである必要はありません。

【参考資料】
・高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説 理科編 理数編 （文部科学省）
・「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料 高等学校 理科 （国立教育政策研究
所教育課程研究センター）


